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平成２４年中の請願・陳情
件　　　　　　名 常任委員会 付託月日 議決日 審査結果

国土交通省告示第１５号の履行に関する陳情書 総務産業 3月1日 3月16日 趣旨採択
最低制限価格の設定に関する陳情書 総務産業 3月1日 3月16日 趣旨採択
子ども・子育て新システムの導入に反対し、現
行保育制度の拡充を求める意見書提出を求める
陳情書

福祉教育 3月1日 3月16日 採択

新教職員定数改善計画の実施と、教育予算の増
額を求める意見 書提出に関する請願書 福祉教育 6月5日 6月19日 採択

「義務教育費国庫負担制度」の堅持を求める請願書 福祉教育 6月5日 6月19日 採択
消費税増税に反対する意見書提出を求める陳情書 総務産業 6月5日 6月19日 趣旨採択
地球温暖化対策に関する「地方財源を確保・充
実する 仕組み」の構築を求める意見書の採択に
ついて

総務産業 9月3日 9月20日 採択

ＴＰＰ交渉参加表明断固反対に関する請願書 総務産業 9月3日 9月20日 採択
一般国道１５３号の指定区間編入を求める請願書 総務産業 9月3日 9月20日 採択
オスプレイの在沖米軍普天間基地配備と長野県
上空を 含む国内低空飛行訓練の中止を求める意
見書の採択 を求める陳情

総務産業 9月3日 12月19日 不採択

危険な米軍輸送機オスプレイの配備・訓練中止
を求め る意見書提出を求める陳情書 総務産業 9月3日 12月19日 不採択

辰野町における震災瓦礫処理についての陳情書 文書配布
安心できる介護保険制度の実現を求める陳情書 福祉教育 12月3日 12月19日 採択
安全・安心の医療・介護実現のための夜勤改善・
大幅増員を求める陳情書 福祉教育 12月3日 12月19日 採択

すべての原子力発電所再稼働の中止を求める意
見書の提出を求める陳情書 総務産業 12月3日 12月19日 不採択

12
月
定
例
会

　

12
月
定
例
会
で
は
、
条
例
の

制
定
が
２
件
、
一
部
改
正
が
４

件
、
平
成
24
年
度
辰
野
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）
な

ど
補
正
予
算
が
９
件
、
辰
野
町

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て
２
件
、
損
害
賠
償

の
額
の
決
定
及
び
和
解
に
つ
い

て
の
合
計
18
議
案
が
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
議
員
提
出
議
案
で
は
、

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴

う
、辰
野
町
議
会
委
員
会
条
例
、

辰
野
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部

改
正
な
ど
２
議
案
が
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

請
願
・
陳
情
は
今
議
会
に
提

出
さ
れ
た
３
件
の
陳
情
、
継
続

審
査
と
な
っ
て
い
た
２
件
の
陳

情
に
つ
い
て
は
、
委
員
長
報
告

の
と
お
り
、
２
件
を
採
択
、
３

件
を
不
採
択
と
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
10
・
11
日
の
２

日
間
に
わ
た
り
、
11
人
が
行
い

町
政
の
所
信
を
問
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
傍

聴
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。（
下
記
に
傍
聴
者
の
推
移

を
載
せ
て
あ
り
ま
す
。）

臨
時
議
会

　

11
月
５
日
と
22
日
開
催
の
臨

時
議
会
に
お
い
て
、
平
成
24
年

度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
補

正
予
算
の
３
議
案
を
審
議
、
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は
、
町
道
補
修
工

事
及
び
辰
野
中
学
校
ト
イ
レ
改

修
工
事
の
総
額
１
３
５
０
万
円

と
12
月
16
日
執
行
の
衆
議
院
議

員
総
選
挙
な
ど
に
か
か
る
費
用

の
総
額
１
２
７
７
万
７
０
０
０

円
の
追
加
補
正
で
し
た
。

　

特
別
会
計
は
、
辰
野
病
院
事

業
会
計
の
看
護
師
確
保
対
策
事

業
と
し
て
76
万
円
の
追
加
補
正

で
し
た
。
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委員会審査から

総務産業常任委員会
条例審査

陳情審査

条
例
審
査

　
■
辰
野
町
暴
力
団
排
除
条
例
制

定
に
つ
い
て

　

こ
の
条
例
は
既
に
昨
年
の
９

月
長
野
県
で
施
行
さ
れ
て
お

り
、
全
国
の
市
町
村
で
も
多
く

条
例
化
さ
れ
て
い
る
。
暴
力
団

の
介
入
に
絡
む
諸
問
題
を
そ
の

抑
止
力
、
警
察
か
ら
の
情
報
開

示
、
広
報
な
ど
水
際
で
防
止
で

き
る
社
会
を
構
築
す
る
た
め
の

も
の
で
、
時
宜
を
得
た
制
定
で

あ
る
と
し
、
委
員
全
員
一
致
で

可
と
し
ま
し
た
。

■
辰
野
町
公
の
施
設
の
指
定
管

理
者
に
つ
い
て

　

こ
の
議
案
の
対
象
は
平
成
25

年
３
月
31
日
を
も
っ
て
指
定
期

間
が
満
了
す
る
「
た
つ
の
パ
ー

ク
ホ
テ
ル
」、
観
光
情
報
セ
ン

タ
ー
「
パ
ル
テ
ィ
ス
」、
辰
野

町
世
代
間
交
流
施
設「
昆
虫
館
」

の
３
施
設
で
す
。

　

た
つ
の
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
へ
は

４
者
の
応
募
が
あ
り
、
業
務
実

績
、
財
務
分
析
、
更
に
は
雇
用

形
態
な
ど
数
度
に
わ
た
る
審
査

の
結
果
、
株
式
会
社
グ
リ
ー
ン

ハ
ウ
ス
に
指
定
し
た
い
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
指
定
期
間

は
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
の

５
年
間
。

　

観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
「
パ
ル

テ
ィ
ス
」
へ
は
３
者
の
応
募
が

あ
り
、
施
設
経
営
の
管
理
、
運

営
、
理
念
の
ほ
か
収
支
計
算
書

な
ど
20
項
目
程
の
評
価
を
実
施

し
、
ほ
た
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

辰
野
に
指
定
さ
れ
た
。
尚
今
後

に
つ
い
て
は
観
光
振
興
で
の
有

効
活
用
に
力
を
置
い
た
、
情
報

収
集
、
発
信
に
努
め
て
行
く
べ

き
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

世
代
間
交
流
施
設「
昆
虫
館
」

に
つ
い
て
は
、公
募
に
よ
ら
ず
、

現
管
理
者
が
知
識
、
ノ
ウ
ハ
ウ

を
持
つ
者
と
し
て
適
任
で
あ
る

と
し
、
期
間
は
平
成
27
年
３
月

31
日
ま
で
の
２
年
間
と
し
た
い

と
の
こ
と
で
す
。

　

以
上
３
施
設
の
指
定
管
理
に

つ
い
て
、
慎
重
に
審
査
し
、
委

員
全
員
一
致
で
可
と
し
ま
し
た

陳
情
審
査

■
す
べ
て
の
原
子
力
発
電
所
再

稼
働
の
中
止
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
書

　
提
出
者

　
　
上
伊
那
医
療
生
活
協
同
組
合

　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

　
　
　
　
　
委
員
長
　
百
瀬
　
　
深

　
　

賛
否
両
論
の
意
見
が
交
わ

さ
れ
、
各
々
の
立
場
で
熱
の

入
っ
た
議
論
と
な
り
ま
し
た
。

　

賛
成
の
意
見
で
は
、
国
民
の

い
の
ち
を
何
よ
り
も
最
優
先
に

考
え
る
べ
き
。
即
廃
止
に
し
て

も
雇
用
は
生
ま
れ
る
。
原
子
力

に
頼
ら
な
い
と
決
め
る
こ
と
が

大
事
。

　

反
対
の
意
見
で
は
、
節
電
は

限
界
に
達
し
て
い
る
、
電
力
の

安
定
供
給
は
企
業
の
存
続
に
関

わ
る
大
問
題
。
又
ド
イ
ツ
は
脱

原
発
と
言
い
、
自
ら
は
外
国
か

ら
原
発
の
電
力
を
買
っ
て
い
る

矛
盾
等
な
ど
出
さ
れ
、
採
決
の

結
果
、
意
見
書
提
出
賛
成
１
、

反
対
５
で
不
採
択
と
決
し
ま
し

た
。
こ
の
陳
情
審
査
に
は
２
名

の
傍
聴
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　
継
続
審
査

■
オ
ス
プ
レ
イ
の
在
沖
米
軍
普

天
間
基
地
配
備
と
長
野
県
上

空
を
含
む
国
内
低
空
飛
行
訓

練
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書

提
出
を
求
め
る
陳
情

■
危
険
な
米
軍
輸
送
機
オ
ス
プ

レ
イ
の
配
備
・
訓
練
中
止
を

求
め
る
意
見
書
提
出
を
求
め

る
陳
情
書

　

以
上
継
続
審
査
と
な
っ
て
い

た
２
件
の
陳
情
に
つ
い
て
は
、

前
回
の
経
緯
を
踏
ま
え
一
括
審

査
と
し
ま
し
た
。

　

賛
成
意
見
で
は
、
伊
那
谷
も

訓
練
飛
行
の
コ
ー
ス
に
入
っ
て

い
る
な
ど
前
回
と
状
況
が
変

わ
っ
て
い
る
。

　

反
対
意
見
で
は
、
９
月
議
会

で
「
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
と
低

空
飛
行
訓
練
の
中
止
を
求
め
る

意
見
書
」
が
発
議
と
し
て
提
出

さ
れ
た
が
、
否
決

さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
既
に
結
論
は

出
て
い
る
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
、

採
決
の
結
果
意
見

書
提
出
賛
成
１
、

反
対
５
で
不
採
択

と
決
し
ま
し
た
。

たつのパークホテル



議会だより 4

第 48号2013 年 2月

　

議
員
よ
り
意
見
と
し
て
、
国

が
一
律
に
「
高
校
生
ま
で
医
療

費
無
料
」
な
り
「
受
給
者
負
担

５
０
０
円
」
と
す
る
な
ら
よ
い

が
、都
道
府
県
ご
と
に
一
律
で
な

く
、ば
ら
ば
ら
な
所
に
問
題
が
あ

り
、今
後
十
分
調
査
検
討
し
、国

に
対
し
て
意
見
書
を
提
出
す
べ

き
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

特
に
問
題
な
し
と
し
、
委
員

全
員
一
致
で
可
と
し
ま
し
た
。

■
辰
野
町
公
の
施
設
（
桜
町
世

代
間
交
流
セ
ン
タ
ー
）
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

桜
町
世
代
間
交
流
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
も

の
で
す
。

　

議
員
か
ら
は
、
指
定
期
間
は

５
年
で
あ
る
が
、
平
成
27
年
３

月
31
日
と
し
て
い
る
理
由
は
何

か
と
の
問
い
に
対
し
、
他
の
介

護
セ
ン
タ
ー
の
指
定
末
日
に
合

わ
せ
た
た
め
、
以
後
他
の
町
内

介
護
セ
ン
タ
ー
と
合
わ
せ
て
い

く
と
の
説
明
で
し
た
。

　

ま
た
、「
土
地
は
誰
の
も
の

か
」
と
の
質
問
に
対
し
、
町
の

所
有
と
し
従
来
の
介
護
セ
ン

タ
ー
と
同
じ
と
の
こ
と
で
す
。

　

特
に
問
題
な
し
と
し
、
委
員

全
員
一
致
で
可
と
し
ま
し
た
。

委員会審査から

福祉教育常任委員会
条例審査

陳情審査

条
例
審
査

■
辰
野
町
桜
町
世
代
間
交
流
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

下
辰
野
桜
町
に
建
設
さ
れ

た
、
世
代
間
交
流
セ
ン
タ
ー
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
制
定
を
し
た
い
と
す
る
も
の

で
す
。

　
「
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
」
か
ら

「
世
代
間
交
流
セ
ン
タ
ー
」
に

名
称
が
変
更
と
な
っ
た
理
由
は

何
か
と
の
質
問
に
対
し
、
国
は

介
護
予
防
の
施
設
へ
の
補
助
か

ら
、
高
齢
者
か
ら
子
ど
も
ま
で

障
が
い
者
も
含
め
年
齢
に
関
係

な
く
、
世
代
間
の
交
流
を
深
め
、

全
て
の
人
が
利
用
で
き
る
施
設

へ
の
補
助
に
条
件
を
換
え
て
き

て
い
る
た
め
と
の
こ
と
で
す
。

　

施
設
の
利
用
方
法
の
一
例
と

し
て
は
、
地
域
に
お
け
る
保
育

園
や
小
学
校
と
の
交
流
、
又
高

齢
者
と
保
育
・
幼
稚
園
児
や
小

学
生
と
の
交
流
を
図
り
、
地
区

行
事
な
ど
へ
の
積
極
的
な
参
加

を
促
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と

の
こ
と
で
す
。

　

議
員
か
ら
は
、
子
ど
も
も

入
っ
た
交
流
も
あ
る
の
で
、
教

育
委
員
会
へ
の
相
談
や
打
合
せ

が
、
重
要
と
の
提
案
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
庁
内
関
係
各
所
で

連
携
し
、
施
設
の
機
能
が
十
分

発
揮
さ
れ
、
事
業
の
目
的
に
添

う
よ
う
な
活
用
を
望
む
と
の
意

見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
問
題
な
し
と
し
、
委
員

全
員
一
致
で
可
と
し
ま
し
た
。

■
辰
野
町
医
療
費
特
別
給
付
金

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　

少
子
化
対
策
及
び
障
が
い
者

へ
の
福
祉
向
上
を
図
る
た
め
、

「
乳
幼
児
及
び
児
童
」
の
次
に

「
等
」
を
加
え
支
給
対
象
年
齢

を
「
満
15
才
」
か
ら
「
満
18

才
」
ま
で
引
き
上
げ
る
。
療
育

手
帳
交
付
者
の
内
、
今
ま
で
支

給
対
象
外
だ
っ
た
「
障
が
い
」

の
程
度
Ｂ
２
（
軽
度
の
知
的
障

害
）
に
該
当
す
る
者
を
支
給
対

象
者
に
加
え
た
い
と
す
る
も
の

で
す
。

陳
情
審
査

■
安
心
で
き
る
介
護
保
険
制
度

の
実
現
を
求
め
る
陳
情
書

■
安
全
・
安
心
の
医
療
、
介
護

実
現
の
た
め
夜
勤
改
善
・
大

幅
増
員
を
求
め
る
陳
情
書

　
提
出
者

　
　
長
野
県
医
療
労
働
組
合

　
　
　
　
連
合
会
執
行
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
吟
子

　

両
陳
情
は
、
介
護
保
険
制
度

に
お
け
る
国
の
積
極
的
関
与
に

よ
り
、
保
険
料
と
利
用
料
の
負

担
軽
減
、
介
護
職
員
の
処
遇
改

善
と
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介

護
実
現
の
た
め
、
看
護
師
な
ど

の
労
働
環
境
の
改
善
、
増
員
を

求
め
る
意
見
書
を
、
政
府
並
び

に
関
係
行
政
官
庁
に
提
出
す
る

こ
と
を
要
望
す
る
陳
情
で
す
。

　

委
員
か
ら
は
、
現
状
の
介
護

の
現
場
よ
り
見
て
妥
当
、
意
見

と
し
て
、
伊
那
谷
の
医
師
不
足

や
看
護
師
不
足
に
対
し
て
、
広

域
連
合
も
積
極
的
に
関
与
す
べ

き
で
あ
り
、
病
院
を
持
つ
辰
野

町
か
ら
強
く
発
信
し
て
い
く
べ

き
と
提
案
が
あ
り
、
委
員
全
員

一
致
で
採
択
と
し
ま
し
た
。

世代間交流センター
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○
ジ
ョ
イ
フ
ル
各
務
原

　

こ
の
施
設
は
開
設
15
年
を
む

か
え
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

定
員
80
人
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ

ホ
ー
ム
20
人
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
35
人
、
同
認
知
12

人
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
９
人
、

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
６
つ
の

事
業
を
行
っ
て
お
り
、
稼
働
率

１
０
０
％
と
の
説
明
で
し
た
。

　
「
利
用
者
様
と
共
に
笑
い
、

共
に
泣
き
、
共
に
生
き
る
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
全
国
展
開
中
と
の

説
明
で
し
た
。

　

あ
ら
ゆ
る
施
設
が
完
備
し
て

お
り
、
入
居
者
が
明
る
く
元
気

で
生
活
し
て
い
る
姿
が
印
象
的

で
あ
り
ま
し
た
。

の
重
要
さ
を
再
確
認
し
、
当
面

の
原
発
再
稼
動
の
問
題
と
、
長

期
的
な
脱
原
発
の
問
題
を
解
決

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
痛
感
し
ま
し
た
。

　
福
祉
教
育

　
　
　
常
任
委
員
会

　

11
月
６
・
７
日
の
２
日
間
で

愛
知
県
一
宮
市
の
「
木
曽
川
市

民
病
院
」
と
岐
阜
県
各
務
原
に

あ
る
社
福
法
人
「
ジ
ョ
イ
フ
ル

各
務
原
」の
視
察
研
修
を
実
施
。

○
木
曽
川
市
民
病
院

　

当
病
院
は
６
診
療
科
で
病
床

数
は
、
一
般
90
床
、
後
期
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
床
48
床
を

経
営
し
、
内
容
的
に
も
辰
野
病

院
に
類
似
し
て
い
る
。

メガソーラーたけとよ

ジョイフル各務原

常
任
委
員
会
活
動

　
総
務
産
業

常
任
委
員
会

　

10
月
17
・
18
日
の
２
日
間
で

浜
岡
原
発
と
武
豊
火
力
発
電
所

の
視
察
研
修
を
実
施
。

〇
浜
岡
原
子
力
発
電
所

　

浜
岡
原
発
の
津
波
対
策
工
事

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
平
成
24
年
12
月
ま
で
に
高

さ
12
メ
ー
ト
ル
の
防
波
壁
が
完

成
予
定
。
津
波
が
防
波
壁
を
超

え
た
場
合
の
浸
水
防
止
策
工
事

が
平
成
25
年
３
月
完
成
予
定
。

そ
し
て
緊
急
時
の
発
電
機
を
高

台
に
設
置
す
る
工
事
が
平
成
25

年
12
月
に
完
成
予
定
と
の
こ
と

で
す
。
次
に
実
際
に
防
波
壁
の

建
設
現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

大
手
ゼ
ネ
コ
ン
が
何
社
も
入
り

あ
た
か
も
高
架
橋
を
建
設
し
て

い
る
か
の
よ
う
で
す
。一
番
新
し

い
原
子
炉
の
５
号
炉
に
は
見
学

コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
お
り
入

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。停
止
中

の
原
子
炉
は
圧
力
容
器
の
ふ
た

を
開
け
て
点
検
中
で
し
た
。

〇
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
た
け
と
よ

〇
武
豊
火
力
発
電
所

　

14
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地

に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
３
万
９
千

枚
敷
き
詰
め
、
一
般
家
庭
２
千

世
帯
分
の
発
電
装
置
を
平
成
23

年
11
月
か
ら
運
転
し
て
い
ま

す
。
次
に
、
隣
接
し
て
い
る
武

豊
火
力
発
電
所
に
入
り
永
崎
所

長
よ
り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

１
号
機
か
ら
４
号
機
ま
で
あ
り

昭
和
41
年
に
運
転
開
始
さ
れ
た

１
号
機
は
、平
成
14
年
に
廃
止
。

２
号
機
は
平
成
21
年
７
月
よ
り

停
止
中
で
あ
り
、
す
で
に
稼
動

39
年
が
経
過
し
て
い
て
廃
止
寸

前
の
と
こ
ろ
、
平
成
23
年
５
月

浜
岡
原
発
停
止
を
受
け
て
、
計

器
類
の
入
替
え
、
屋
外
機
器
の

腐
食
修
理
な
ど
の
応
急
処
置
を

施
し
、
平
成
23
年
７
月
か
ら
運

転
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
３
号
機

も
運
転
停
止
計
画
に
あ
っ
た
が

見
送
り
再
稼
動
さ
せ
て
い
ま

す
。実
際
、所
長
は
じ
め
ス
タ
ッ

フ
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
「
ブ

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
（
一
斉
停
電
）

だ
け
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」「
安
定
し
た
良
質
の
電
力

を
供
給
し
よ
う
」
と
懸
命
に
職

務
を
遂
行
し
て
い
る
現
場
を
拝

見
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
原
子
力
発
電
所
、
太
陽

光
発
電
所
、
石
油
火
力
発
電
所

を
視
察
し
、
改
め
て
電
力
供
給

　

町
村
合
併
に
よ
り
医
療
圏
の

拡
大
は
あ
っ
た
も
の
の
、
地
方

公
営
企
業
法
の
全
部
適
用
な
ど

が
功
を
そ
う
し
、
経
営
改
善
が

飛
躍
的
に
前
進
し
た
内
容
を
報

告
し
ま
す
。

　

経
営
改
善
と
取
り
組
み

一
、
収
入
増
加
対
策
と
し
て
、

地
域
医
療
の
連
携
強
化
・
不
良

債
権
の
回
収
強
化
。
経
費
節
減

対
策
と
し
て
、
薬
品
・
物
品
な

ど
の
他
病
院
と
の
共
同
購
入
。

経
営
合
理
化
の
取
り
組
み
と
し

て
、
電
子
カ
ル
テ
・
オ
ー
ダ
リ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
近
日
導
入
予

定
、
民
間
他
へ
の
委
託
の
拡
大

な
ど
経
営
改
善
に
努
め
た
。

二
、
公
営
企
業
法
の
全
部
適
用

に
よ
り
管
理
者
の
責
任
に
お
い

て
病
院
事
業
の
方
向
性
の
即
時

決
断
化
と
早
期
対
応
が
図
れ
て

い
る
。
改
革
プ
ラ
ン
の
推
進
状

況
は
順
調
と
の
説
明
。

　

以
上
地
域
医
療
連
携
や
公
営

企
業
法
全
適
及
び
改
革
プ
ラ
ン

の
推
進
に
よ
る
経
営
改
善
プ
ラ

ン
な
ど
が
功
を
そ
う
し
、
病
床

利
用
率
90
・
8
％
、
収
益
で
23

年
度
1.3
億
円
（
3.3
％
）
ア
ッ
プ

と
の
説
明
で
し
た
。
辰
野
病
院

と
し
て
も
参
考
と
す
べ
き
点
が

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
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　平成２４年１１月１０日に開催した、第３回
議会報告会に配布したアンケートの中から一部
を紹介いたします。

議会報告会議会報告会
0

10

20

30

40

50

60アンケート結果アンケート結果

議会報告会議会報告会
アンケート結果アンケート結果

50代
9%

40代 2%
80代 5%

無回答 4%

60代 57%

70代
23% 年 代

50代
5人

40代 1人
80代 3人

無回答 2人

60代 32人

70代
13人

30代 1人

80代 3人
無回答 3人

女性
11人

男性
45人

年 代 性 別

回答いただいた方のご意見を抜粋しました。

1．レジメ・資料について

・報告の内容も資料として出してほしかった。

・口頭の説明と言葉がかたく理解しずらい。

2．説明の方法について

・時間が短いため早口に聞こえた。

・報告の列挙だけでなく、何が議論になったのか具体性

に欠けた。

・報告が文章の読みで終わった。

・もっと内容をかみくだいて説明してほしい。

・議案についての審議の経過をもっと聞きたかった。

・第２回以降が大切。

・今後明確にしていかなければならない課題を分かりや

すく報告してほしい。

3．その他

・開かれた議会の趣旨は理解できるが、内容がかたい。

・町民の意見をもう少し聞いて、よい町になる事を考え

てほしい。

・質疑応答……個々の議員の応答は有意義だった。

７割の方から
満足の回答をいただきました。

第３回

議会報告会はいかがでしたか？議会報告会はいかがでしたか？ 議会を身近なものと感じていますか？議会を身近なものと感じていますか？

無回答 10％回答 10％回 0

年 代

40代 4％
80代 4％ 50代 0％

60代 71％

70代
11％

大変良かった 7%

不満 2%

性 別

男性 87％

女性
13％

大変良かっ大 っ変

良かった
43%

やや不満
24%

どちらともいえない 11%どちらともいえない 11%

無回答
13%

長い 0%

議会報告会はいかがでしたか？

参加者について

議会報告会の開催時間はどうでしたか？（1時間30分）

無回答 4％

議会報告会の開催を何で知りましたか？（複数回答） 議会報告会への参加は何回目ですか？

適当 64%短い 11%短い 11%

無回答
25%

0 5 10 15 20 25 30（％）

議会だより
新聞

ほたるねっと
ほたるチャンネル
町ホームページ

議員
回覧板
口コミ
その他

15
15

6
3

1
27

99
7

16

無回答 4％無 ％

初めて
51％

２回目
45％

ご
意
見
・
ご
要
望

ご
意
見
・
ご
要
望

　議会報告会について
◎この報告会はその存在を示すうえで間違いなく良いことです。集まってくるのは各種団体の長だけでしょうか。一般町
民も参加してくれるような工夫は、どうなさっていますか。

◎参加人数が多くなった場合の進め方でありますが、①全体会議と②少数会議（１０人位）で進めた方が意見が出るので
はないか。そこでまた問題を③全体会議に出す。

◎テーマごとに参加、意見したい町民が異なるので、そのテーマごとに報告会や意見交換会を日時を分けて行い、その参
加する人々を募えばもっと良くなるのではないでしょうか。

◎どれほど集まるかは分かりませんが、会場を増やすことはあっても良いと思います。
◎総花的、状況説明のみ、議員としての意思が見えない。
　その他
◎一般質問、議員の質問に対し町理事者の答弁、聞いていて物足りない。議員と理事者がもっと議論をかわしてほしい。
◎議員提案の内容に不満、足元の諸問題に係るべき。議員提案の質こそ議会、議員の評価の物差しと思う。

参加者
58人

回収 45人

未回収
13人

8

性 別

男性 80％

女性
20％

3人
無回答 3人

年代70代
12人

60代 23人

40代 1人
50代 2人

大変良かった 9%

やや不満 4%不満 7%

良かった
39%

どちらともいえない 27%どちらともいえない 27%

無回答
14% はい 24%

いいえ 9%いいえ 9%

どちらともいえない 56%

無回答
11%

参加者について参加者について

平成２５年も２回の報告会を予定しています。皆様からいただいた声を次回に活かしてまいりますので、是非大勢の皆さまの
ご来場をお待ち申し上げます。


